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伝承あそびと子供

片山孝重（干葉大学教養邨）

〈はじめに〉

　あそびに関する研究・文献は、史学・民俗学・心理学・人類学など幅広い分野で見られるが、筆者は体

育堂の立場からあそびと子供の関係の見直しをすべくこの研究に着手した。伝承あそぴ（以下あそび）が

子供達に与えてきた影響は、ただ単に生理学的な見地からの効用にとどまらず、非常ふこ大きなものであっ

たと思われる。しかし今や藤本山らが指摘するように、特に都市郎のコンクリート化された生辰の申で、

誰もが疑う余地を持たないであろう子供のあそぴの意義も忘れられようとしているのではないだろうか。

Jバびとら、子供の発晋・発達にとって欠けがえのないあそびについて、体育学の立場から再検討するこ

とが砥義のあることと考えとりあげた。

　蛎そぴの意味は、史学者和歌森｀2りこよると、魂をゆさふるというところiこあり、固く奈良時代律令制度

り中にも遊部（あそぴべ）という役職が存在し、その職能が墓のそばで亡人の魂をゆさぶりおどらせるこ

とにあったといわれる。この指摘から考えると、あそびは仕事から畷れて自由Sこ自分の魂をゆさぶりおど

らされて、それぞれが陶酔することだと言える。このようにかっては神に対してのあそびであったが、時

代と比に自分達自身の鬘を自らの操昨でゆさふりあそぶふうにすわりかわってきたもの②といえよう。こ

囮よ、子供の世界でも同じで、学校･学習のことを完全に忘れ去り子供（子供達）なりに彼（彼等）だけ

の陶酔を求め、うつつを忘れるあそびを持とうとしているはずである。ところが、現在の子供達をめぐる

ぷ境はあそぴに対して否定的といわざるを得ない部分が多すぎはしないだろうか。少年期に入るとあそび

は学習の妨げになるものとして決めつけられ、かって小学校修身教科書でも強調されたあそびの必聾性、

すなわちあそぴは精神の緊張をほぐし身体を鍛え練ることで学習への意欲をより盛り立てるに必要なこと

といったことすら否定されかねない状態といってよいのではないだろうか。ホイジンガがその著「ホモ・

心－テンス」で指嫡したあそびのもつ文化的な意義や、カイヨワが「遊びと人間」で示した現代社会のひ

ずみの中でのあそびの意義戻さなど併せ考えるとき、教育i乙携わる者として、あそびと子供について再認

識の必要に当然のことながら退られる。こういった認識のもと、筆者は、体育の立場から、その研究の手

始めとして、昭和50年間に伝承され続けてきたあそびを収集し、その類型化の試み、子供の発育免達段階

とあそびの関係、あそぴの集団について現代の状況を把握、考察を試みた。（なおこの資料による研究の

一語は筆者等による「あそび召料－子供の身体遊戯－」13｝の中でもとりあげている）。

　く樋Ｓｅ含撞）

　tII.1紙･こよる調査』こより、北浦這j･ら節織まで全国都・府県|ごわたａあそぴ|ごついての費桐●咬傷した.

31°Eのt･1菰1ま、小・中学生1こついては日本スポーツ少年�員、Ｚ才前後の看jご･っいては、耀鴛過信、東京

|･.｜、東京都ｔ、国士館、一字院、千●の各大字学生、一才以上|こついて|ま少年団鍼父兄・祖父母・指導

g･そして托－Iご柚出した主捌などであｇ、警料収集期間1ま昭IS・49・SO年ａ３年間で、収憧したあそぴ

j3数は約Ｍ００Ｃ約5aO槍鮪３であ、た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－28－
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ど鮪果と湧察〉

　あそびの型類化

貼私り

１ ･･

１ＸＩｌｅ

;’ご4j･II1･;;;･･:.I……ilj･.･j･i･一一

･.1･'lj'りjJむ1哨･g,|･171！!.･!,･n･こ･･1･ろり.ヽi･･J，|..‘･7ね;･ご，i･･ごJ･･゛・以･ｊに-７いもま，･j,いこり･|･･･!･

円,-･っ不･,7'!I.!なｇぴ],1.L･こ２らえろぺSljjl･て，|,II｣･IIリr.i･･;;1.:‘･･y二りli4Z.:11･ilで康.C･.II!･‥!μ,JIに'･ＸＩ

ｄ,しf1rこい．しか1..idtJ'jC,;一一I'a:!1ろl･I‘;!;il:Z一一JI･.･jtこり'･!，.･・4,1こ,1， 1 り?･回しないで，刺11!・一=!,｀l・

I即･なぞ･,1,そこﾇその1,ｸl'rtQい!|♭･.Q】･alj:て:t一一1'I:なさ.rl.'･:I.14こ.tが4･いことにi｀:|:11 1. ，j･4応･r』な:jl･:･|!･.･

・・.て.一一I･,j.らｎるj･,そぴ･こ1永代7･|]I･:なi.,･こ･.1.1りLjり‘j，・そひそび】l｣のＱｔつni!1.11DI･j.]かり絵lt｡ilで

ド,:‥ぷ･Ｊこ.

　11q･e 1　1‾|ご1r石・ijかまえ石ljjそぴ･

　過=Ｊ'ｉｉを追いｌｄｉ禰.むえることがあそひJ･･j,I,.:M･ヽ.1な･tj･.-とｌ一一,てい芯もので．，ｌこ-に｣がそi･1

.-り2.jil!.･リ.･るもJIである。

Ｔ,･１，･ ２　１,み･-･｣!ja・あて名１あ周.一乙｀

　J.-']aJ,というt,ei･Eこ.t -,てI』い‘7してい!．りIべt･I.A.!jl lごltj.:tri.石島のと.aりてらという‘Sj,4･

トリ･．－り･=!･･こ･｀.II;りI･ .I;≒!椚ざ,ｉ力でjjZヽ，

３ ｜ら･．らを?,そう｜あそひ

　il'I･･Jj々･IIむとしr･1]を･Ｚう壇j､辱ａ祠する右び】で、そ刀|.ji?i･はII.いlこ押しlllう・･ilきllう・･:し･llう

゛£どいひl./･jZj･j､t･. |‾か-JI'、こ{!jA17A栓1傾り．|｜桐･しくらまA.じl･う}など･|r代－され、IS41;t

'.＆一一.､｣ぐl'11●J.Iが7､.iた石色のである１

ＴＩ･１･ｓ４　１かｌｌ-｣こ｜島々ぴ

　.｣･ろI･:.りこと4tj;き一才ろ4JIで、あるむ哺:‘こlij】(･1jj14･laうlli･=に:=tAでよいｉ４しれない

～－
Jj･,っｙ銭達刀よそひの･1べヵこ£り咄目性の匍いむのとしてこりえりt1るのでここ

乙あえてi!!泣しだものとしてとりあげrこ。ltl汐I』として「咄1£」とか|‾おつかい」といったあそひかあ

出’､μる、

Ｔ、ド５　１おさをきそう｜あそび

　１としてｉ趾のFmをいかに巧みに約なうことができるかについて競いあう‘旋素をもつもので、副長

D.･･ls･!l↑IM･ら人｛.物まで大小ａまさ･ま｝を必裁とするものが多い．｜鞠とひJI･6けり」１ケー･ｉ」

．こままｊ．･ＬＩＩお１’･|･ｊｌまりつ●ｌなとがこの加lliこ;tまれる。

Ｔ､･ｉｌ．６　１えんじる・ひｊｊｌｉＡする」あそひ

　;･ ･i 重こ･とＪＩＯＯご９こ」などに代塵きおる＆そひで、そa］基本的な飴濃iま幡倣1こあるといえる.

A､111のあそぴの加､白.ともいえ、先|乙上げた２‘っ山代差侠から出発、｜荘いち６んめJ1通りやＡ萱」な

ど、誦り、・に合わせて感憧を塵履す石ものや、｜芋虫ごろごろ」などのよう|こ・きをjl増L､､楽しむあ

弓.訓こtlMJしていくｉの色ゐらtlる.

TI･|･e 7　1‾と|】＆い-1こ」あそぴ

　jめÅ.こＪJIピー-|=」などがこの劃|型の代表であるが、こtllj資のTypa51こ血ま11る蜜－を含んで

ツ･､;．し1･』.むりごこのNIぴ］あそぴの柚畠がわさを鼓.う畠I鳶よね●－ljすなわちｷﾞ’ンプル曲素1こあると考

i･ :･､.119､i･でここ』こ鮭立き廿た．

８ Fその他」のあそひ

２９－



　先の７類型に含めることのできないあそぴもいくつかありヽそれらをまとめて今回はType8とした。

　ここに示した類型化の試みとなった視点の妥当性については問題を残すところがあることを完全に否定

するまでには至らないが、従来のあそびの類型化が、例えば樅鉦1らが場所、加古園らが季節、そして日本

レク’jエーシ。ン協会圓や中田（6）らが用具などを中心にされており、あそぴそのものがもつ身体的な活動

の要素に着目したものはない。従って今回の類型化は新しい分野での新しい視点によるものとして、筆者

の今後の研究の基礎となるものである。

　なお今回の研究の零察対象とした（type 7.8は標本数が少ないので除く）類型別のあそびの数は（表

Ｉ）である。

　　　　喪１　タィプ別考察対象数

吻 ６ 計

星

数
３６５ １０４ ２６３ ４２ ４７２ １０８ １７ 1.371

　　子供の発育発達段階とあそび

　子供の発育発達の段珊によってあそぴの額開にはどのようなー化がみられるのだろうか。久保田はその

展開の型を、各々の体験の再現によるあそぴにみられる連続状（しりとり型）展開、イマジネーシ。ンの

豊富さからあそびの深まりがみられる直線的展開、１つの核を中心に、子供の経験の豊かさ、子供同志の

つながりの強化に伴ないあそびの幅と深まりがみられ、嘆↓こ広がりをみせてくる放射状型展開、さらに展

開された部分が緊密なつながりを持ち、あそぴに組み立てがみられるようになり子供達の役割りも定着し

てくろ構造梨の展開がある⑦としている。この指摘の中には先lこ筆者が示した各種類型に含んだあそびも

入れられているが、どのあそびがどの肢開の型gこどのような展開をみせながら入っているかについて個々

のあそぴ２・３の例を引きながら論じられている。筆者は個々のあそびについてて5まなく、先に示したあそ

びの類型別に、発育発達の指標を年令に求め、その発現と展開について考察を試みた。

　年令に応じてどのような類

型のあそびがなされているか

をみると、最も早い年令期

（４才）に多くみられるのが

Type6「えんじる・ひょう

げんする」であった。そして

このあそびは８才を最高に年

令進行に伴ない減少していく

傾向がみられた｡次いでType

2「みつける・あてる」と

Type 4 「かけっこ」が現わ

れ、この２つのあそぴはほぽ

同じ傾向を示しているが各々

のあそぴのピーク（Type4

図１タィプ別にみた遊ぴと年齢
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M･18 41. Tgl､。2は

|･りりJiりSなり1･’み

らtlた。６・７才ご･

j;lrlj？vl､。1「|こ

げる・つかまえる」、

‘rylj.5「わき･●●

そう」が現わtl、10

才１ﾋﾟーク|□3・14

才ごろ一一していく

垣向がゐらilだ。こ

れらのあそぴ1ご1士ぺ

Tyl･･ 3 「ちからを

●そう」l」年名の高

い･1’一眼遠の間で比倣

Ｍ２子供の発汗発達段階と遊びのタィプ

　　　　　腿育発達段階ぶ詳零芒
就学前

小　字　生
中学生

低学年 中学年 高学年

「にげる･つかまえる」あそび

「みつける･あてる」あそぴ

「ちからをきそう」あそび

rかけっこJあそび

rわざをきそうjあそび

「えんじる･ひょうげんする」あそび

㎝

W

舶・ 叫

=・●

峰⇔

的高哨【14・IS才ごろＳＩで槍綾され．筋力ji-っ●子僑遍Ｃ特|こ男子】が、個々の力を加示したくなる印.

;｀;l!と刳ｒＬていて昶IIIをがｉたれＳところであるＣ一一1】．

　?:政教良家嗜との|鼎､儡でごくｌ輔|こ澗塵すると、就学前|こ｜えんじる・ひ１うげんする」あそぴが紬１

り．『ままごと』など1巴代壹きれａ櫓働が子炭達のあそぴの涼点にな、ていａことが腿められる．次いで

|‾i･liりと｜「ゐつ1ﾀ石・あてａ」|‾|こlfa・つか１える」［わざをＳそう］|‾ちから●ｉそう」あそぴ

り1そ1哨がみらrl、発何悒遠の段階との関係を認めることができる（図一２１．このよう|ご幼li期から少年

IDIIごa･llての子駄●のあそぴ|ま１ず揚巻|ご始まり、走恚ことjrゐられる身体的一関や、かくれる・みつ↓i

aこと|rみられａ理固一関をゐ昔、次いで仙と鐘い合うことや技能昏高めることへと発屡しつつ自己！●

力１を鎧大国Iご嬰珊し合うようなあそぴへと発舗していく．こうい、た崖契|ま仙を椙倣することから、自

ａａＪ］峻11こ淳ない仙|ご対して自己の力を自覚的|ご示していこうとする瀧皇自発●と対Ｓする１のとして．

また腿宦えたりｌ讐、たりする行動|と始まり技能を自ら身|こつけること|ご努力し、筋力をljじめとした体

力●向.hSせていくという欄‐|ま身体の発腎とも対応している１のとしてとらえてよいだろう．

　　あそびと仲間

　あそぴの成立にとって欠かせない要素としてあそぴの仲間があるが、筆者はこの仲間に関して二つの劃

･痢からアプローチを試みた。一つは子供達がどのような仲間を誘いどんなあそぴの集団を形成しているか

についての男察で、これ4よあそびの伝承を支えている重要な要因になりうるものであろう。そして次ICは、

あそぴが逆に子供達の仲間の数を規制する嬰素をもつ場合があるだろうという点についての再祭である。

本来、あそびの集団は子供達があそぴをするために集って形成される集団で、年長者と年少者、がき大将

と家来といった少くとも年令的に縦の関係が存在し、それがあそびの伝承に果たした役割りは非常に大き

かったと罵えられるが、現在のあそぴの仲間はいかなるものだろうか。子供達が生活している地域（社会

Ｓ慨）によって少しの賢なりが認められるが、あそぴの仲間が縦から横への関係に変化・移行しつつある

ことが推測できる（表２）夕（麦3）7）特に都市部においてその傾向が強くみられ、学校の友達が学校を

放れてもそのままあそび仲間となっている関係が認められるようである。学校の友達でも同級生に限られ

－３１－
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表２帰宅後の遊び仲間

yl爽･

｜

犬
全　体 住宅地区 団地地区 農村地区

男 女 男 女 男 女 男 女

学校の友だち
　　侈

７０２

　　Ｓ

６７ｎ

　　ｉ

６９．２

　　４

５４．８

　　嘔

８１２

　　憾

８４９

　　４

５８．３

　　曝

４９４

近所の友だ馴53.3 5 1.い 4 2.3 33.3 ５１５ ５＆４ ７ １．４ 69.9

きょうだい ４ ２．１ 56.3 44.6 6 0.2 38.3 48.2 ４８､８ 7 1.0

ひ　と　り12 4､1 23,4 1 １８,５ 26.9 28.1 29.4 20.2 2 1.7

そ　の　他 ７．８ 6.1　1 7.7 5.4 11.0 4.4 ３．６ 6.0

表３よく遊ふ友人

同　級　生 １６３人　59.7§

売　級　生 ３０　　１１､０

年　長　者 ４１　　１＆０

年　少　者 ３９　　１４．３

合　計 ２７３　　１００．０

（１９７６年）

るような傾向にあるようだ。そして現在、けいこ

４

（１９７１年）

図３タィプ別にみた遊びの伸間数

･r‘とや噌･r週平均２・９回逓う子誂達1乙と、tl虞学校の差達●離れ、塾の友遠の占める割合いが多いとめ

報恟色あ芯。学年やクラＸが員なればはじめから友達というカタゴIU－から外して零えてし・うきいう農

人●・仰関鍵を子朧迪が1･1てしま、ているといえよう。

　次|こあそぴ自体が持り特性からａあそぴ仲間の編制|こ注目し、●型別1ご伸間の数巻みるとTllllで|ま

la～ISAil最ＩＳく、またＳ～ＳＡあ昌い|ま11～釦Åといヽた仲間●甕するあそぴもあり、この頗疸のあ

そぴのバllヱーシ。ンの●冒さが示された。Tyg･3もほぽ閔仙開巻ｓＬｔ．Ｔｙｉ．２ｓま10Åで畠そぶ

感のが最も乖い。？yp。41まS～ISAぐらいまでと岫広さを持つが、それ以上の伸一の数でsまこの振疸の

あそびjまなされない。Typ151j2ヽ7人ぐらいで、それ以上liみられず錘も人数制限自動９しい畠そぴ

ａ循一色榴瞳で●る（一一ｓ３．

　ぐまとめ〉

　今回の結緊より次の点が指摘された。

田Ｆ眺のあそぴには、発育発達段階（特に年令）に従ウて、「えんじる・ひょうげんする」横倣のあそ

　びに始まり、「かけっこ」「みつける・あてる」「にげる・つかまえるJFわざをきそうｊ類型のあそ

　びへと発暦する過樫がみられ、子供のあそびの原点が久保田らが指摘するように、嗅倣にあること、そ

　Ｉでi々り９には自己を他に一軍していこうとするあそびに釧唾していく傾向が認められた。

恋あそぴの集団が同年令㈲すなわら学校の同級生になっていく傾向が特に郡市郎ふこおいて強くみられ、

　あそびの伝承にマイナス要因として働らく可吻性がみられ7こ。
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